
インド↔横浜 路上ダンス活動報告会 
＋Dance Performance　 
Wednesday, Sep 24, 2025// 3:30pm to 7:45pm 
Yokohama City Hall Atrium / Free admission

Dance Performance

[Super Stranger]
Performers

Reisavulo Adachi
Newcomer “H” Sokerissa!

NEWCOMER“H”
SOKERISSA! 



日時：2025年9月24日水曜  
開場15時／記録映像上映 15時30分～17時45分／トーク～18時45分／ダンスパフォーマンス 19時～19時45分 
会場：横浜市役所 アトリウム（ 神奈川県横浜市中区本町６丁目５０-１０／みなとみらい線「馬車道駅」1c出口 直結）　 

無料・投げ銭制 予約不要・途中入退場可 

新人Hソケリッサ！ 
ダンスグループ。 
路上生活経験を持つメンバーにより構成。ダンサー・振付家のアオキ裕キが
2005年より参加者を募り、2007年に第1回公演「新人Hソケリッサ！」を行
う。これまでに40名以上の路上生活経験者が参加し、現在メンバーは７名。
2016年、リオ五輪公式文化プログラムであるセレブラ「With One Voice」に
参加。コニカミノルタソーシャルデザインアワード2016 グランプリ受賞。
2017～2018年に東京の屋外全15カ所にて、2021～2023年には横浜・東京
の8カ所にて、路上ダンスツアーを展開した。 
活動を追ったドキュメンタリー映画『ダンシングホームレス』は、2020年よ
り全国上映開始。

音楽：あだち麗三郎　美術道具：西原尚　照明：大庭圭二（RYU）   音響：國府田典明 　現場監督：川口眞人（レイヨンヴェール）
記録映像：山田酩酊／小菅雄貴　宣伝美術：アオキ裕キ　写真（表面）：三津久　制作：呉宮百合香

主催：任意団体アオキカク 後援：横浜市にぎわいスポーツ文化局　 
協力：横浜市ことぶき協働スペース／認定NPO法人ビッグイシュー基金　 
助成：横浜市地域文化サポート事業・ヨコハマアートサイト 2025／神奈川県マグカル展開促進補助金 

あだち麗三郎  
音楽家。ヒーラー。 
人類誰もが根源的に自由で天才であることを音楽と療術を通して伝えていま
す。1983年1月生まれ。早稲田大卒。少年期をアトランタで過ごしました。 
　2009年に1stアルバムを発表して以降、ソロ作品を順調にリリース。2021
年には、折坂悠太、辻村豪文（キセル）等をゲストに迎えた5thアルバムを発
表。ソロに加え、cero、寺尾紗穂、鈴木慶一、百々和宏、前野健太、坂口恭
平、のろしレコード、東郷清丸、など数え切れないレコーディングに参加。
SMAPや星野源との共演、ノゾエ征爾演出作品（大人計画etc）、モモンガ・
コンプレックス、木ノ下歌舞伎、など音楽ジャンルだけでなく、演劇、ダン
ス、無印良品のCM作曲、プロデューサー、ミキシング・エンジニアなど活動
は多岐に渡る。冬にわかれて、片想い、滞空時間、Vasola Punte、Hei 
Tanakaなどでも活動。 
　音楽家としてのみならず、日本トップレベルのヒーラー、施術家として【『療
術院ぽかんと』】主宰、日本各地で施術を行う。潜在意識を開花させる講座
なども開いている。 

2024年12月に実施したインドツアーダイジェスト映像上映と振り返りのトーク、及び横浜で継続している活動「新人Hソケリッサ！ことぶき多世代プロジェクト2025」の共有、インドのゴアで行なったパフォーマンス作品 
「Super Stranger」の提供をいたします。

SOKERISSA! Web Site 
aokikaku2021@gmail.com ／090-4430-7394（制作 呉宮）

NEWCOMER“H”SOKERISSA!／新人Hソケリッサ！ 
インド↔横浜 路上ダンス活動報告会＋Dance Performance　 
東京という日本の中心都市で生きる振付家のアオキ裕キは、便利で物質的に満たされた生活の中で都市の身体が見失っている人間の本質を探求しています。アオキが都市生活で家を失った路上生活者と共に2005年に立ち上
げた、ダンスグループ「新人Hソケリッサ！」の活動は、劇場ではない屋外環境などでパフォーマンスを重ね、都市に生きる身体への問いかけを提示してきました。環境に馴染まない「よそ者」として存在する我々と観客の
存在の境界はなくなり、誰もが「よそ者」としてその場に居合わせる事になることで、支配のない身体の創出とダンスの可能性を提示しようと考えています。 
人間がこの世界に誕生する前からこの星は存在しています。人間はそもそも「よそ者」です。「よそ者」の存在が、この世界をいみじくも大きく発展させてきたとアオキは捉えています。


